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b.外科治療．菅野健太郎，上西紀夫，井廻道夫．消化
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625-39.

2) 小菅 誠，小川匡市，渡部通章，衛藤 謙，横山正

人，矢永勝彦．播種性骨髄癌症による播種性血管内凝固

症候群に対してMTX/5-FU療法が奏功した横行結

腸低分化型腺癌の1例．日臨外会誌 2007;68(4):

943-7.

3) 鈴木 裕，浦島充佳，大島伸一，森岡恭彦．【PEG

の今とこれから】PEGおよびその維持・管理における

第一線の現状 造設医，担当医，施設管理者，患者・家

族，看護師・介護士へのアンケート調査から．消化器内

視鏡 2008;20(1):30-5.

呼吸器外科，乳腺・内分泌外科

教 授:森川 利昭 呼吸器外科

教 授:内田 賢 乳腺・内分泌外科

准教授:秋葉 直志 呼吸器外科

講 師:福島 久喜 乳腺・内分泌外科

講 師:黒田 徹 乳腺・内分泌外科

講 師:武山 浩 乳腺・内分泌外科

講 師:鳥海弥寿雄 乳腺・内分泌外科

講 師:木下 智樹 乳腺・内分泌外科

講 師:佐藤 修二 呼吸器外科

講 師:中西 浩三 呼吸器外科

教育・研究概要

I. 呼吸器外科

研究の柱は，胸腔鏡手術を中心とした低侵襲手術

による呼吸器外科手術の適応拡大，肺癌に対する病

態の把握と適切な外科手術法の選択，胸腺腫を中心

とした縦隔疾患に対する手術法の改良，3D-CTの外

科手術への応用などの新しい診療技術の臨床応用な

どからなる。

① 胸腔鏡手術による呼吸器外科手術の適応拡大

胸腔鏡手術は侵襲が小さいことから，従来の開胸

手術と比較して術後のQOLが良好であるうえ，従

来の手術適応の拡大が期待できる。我々はより低肺

機能などリスクの高い疾患や病態に対して完全胸腔

鏡手術の適応拡大を図っている。

② 肺癌に対する病態の把握と適切な外科手術法

の選択

肺癌のうち腺癌は病態が多様であり，適切な手術

法に検討が必要である。我々はこれらの基礎的検討

に基づき，胸腔鏡手術を応用することにより，適切

な手術法の確立と成績改善を目指している。

③ 縦隔疾患に対する手術法の改良

縦隔は解剖学的に深部にあり，アプローチの良好

な胸腔鏡手術の良い適応と考えられるが，未だ知見

の集積が不十分である。我々は胸腔鏡手術を改良し，

胸腺腫を中心とした疾患に対して本手術を応用する

臨床研究を開始した。

④ 新しい技術の臨床応用

3D-CTは胸腔内の立体的な解剖を直感的に捉え

ることができる。本法を胸腔鏡手術に応用すること

により，俯瞰が比較的困難な胸腔鏡手術において全

体の解剖を予測することができ，手術の安全に寄与

するほか，個別の解剖の変異に対応することができ

る。
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このほかロボットの臨床応用についての知見を集

積している。

II. 乳腺・内分泌外科

1.乳癌縮小手術における腋窩リンパ節郭清の省

略

乳癌縮小手術において腋窩リンパ節郭清省略のた

め，センチネルリンパ節を放射性同位元素と色素法

を用いた描出能の臨床的な検討を行っている。特に，

術前化学療法を施行した症例にも適応があるかを研

究している。

2.アナストロゾール使用患者における，アレン

ドロネート及びアルファカルシドールの有用

性の検討

本研究は，閉経後乳癌患者に対するアジュバンド

療法（アナストロゾール使用）の際に発生する骨粗

鬆症の発生頻度を検討すると共に，発生した骨粗鬆

症患者に対し，骨粗鬆症治療薬であるアレンドロ

ネート及び，アルファカルシドールによる治療を行

い，各療法の臨床的有用性を，疼痛，骨量，骨折，骨

代謝マーカー，腫瘍マーカーを指標として確認する

ことを目的とする。

「点検・評価」

呼吸器外科

胸腔鏡手術を中心とした手術方針が確立し，手術

症例数も安定している。手術の内容は教育・研究施

設にふさわしく多岐な疾患に及び，適応は標準的な

手術から他の施設では手術を行えない高リスク症例

にまで広がっている。これらの手術は極めて安全に

行われており，更なる困難症例にフィードバックさ

れている。数々の臨床研究を施行または準備中であ

り，これらの進行により胸腔鏡手術を応用した新し

い呼吸器外科学大系の構築を目指している。

乳腺・内分泌外科

1.術前化学療法を施行した症例にも，これまで

の症例と同様にセンチネルリンパ節の感度，

特異度が確認できた。

2.アナストロゾール使用患者の疼痛の頻度は高

いが，骨量，骨折の発生頻度は低い。また骨代

謝マーカーは有用である。
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